
看護部理念　あたたかい心のこもった看護、安全で信頼される看護を提供します。

「患者さん・ご家族と共に考える入院生活・退院生活」

　　6Ｂ病棟　看護師長補佐　　　高
たかはし

橋　夕
ゆ み

美

私の勤務する６Ｂ病棟は脳神経外科を主とする混合病棟です。脳梗塞・脳出血・くも膜下出血、ま

たは交通外傷など脳に損傷を受け、今まで当たり前に行えていた事が急に行えなくなってしまう患者

さんが入院されます。突然の発症のため、患者さんはご自分の現状が理解できず、戸惑い混乱されて

いる姿を多く目にします。また、ご家族の方も以前の生活に戻れるのか、自宅で生活できるのかと不

安になる方が多くおられます。

私たち看護師は、患者さんが安心して入院生活・治療が受けられるようにすることはもちろん、患

者さんが退院してから送る生活を見据えて、入院中に必要なリハビリはどんなことか、必要となる介

護サービス・訪問看護はどのようなことかを多職種と共に考え、情報提供していきます。患者さん・

ご家族が少しでも不安や負担を軽減し、退院後の生活が送れるように一緒に考え

ていき、今後の方針をご自分たちで決める手助けを行いたいと思います。

健康な生活をしている時には、病気になった時のことを考え、想像している人

は少ないと思いますが、今 TV 等でも盛んに「意思決定」が問われています。お

正月でご家族が集まった機会に、ご自分が病気になった時の希望を話し合う時間

を持たれてはいかがでしょう。

感染性胃腸炎流行中！
細菌やウイルスなどの病原体による感染症です。ウイルス感染による胃腸炎が多く、毎年秋から冬

（11 月から 3 月）にかけて流行します。原因となる病原体には、ノロウイルス（Noro virus) 等があ

ります。

～感染経路～

病原体が付着した手で口に触れることによる感染（接触感染）、汚染された食品を食べることによ

る感染　（経口感染）があります。

～主な症状～

おう吐、下痢、腹 痛、発熱　などです。

～感染予防策～

１　手洗いをしっかり行いましょう。

（石鹸を十分に泡立て流水で洗い流しましょう）

２　食品はしっかり加熱しましょう。

（中心部まで十分加熱調理（85 ～ 90℃で 90 秒以上））

３　キッチンや調理器具の消毒をこまめに行いましょう。

（調理台や非金属製の調理器具は洗剤などを使用して十分に洗浄した後、次亜塩素酸ナトリウム

（0.02％以上）で浸すように拭き取ります）

昨年、10 月１9 日（金）14 時から肺がん患者会「あすかの会」を開催しま

した。今回は、ミニレクチャーとして、富山産業保健総合支援センター両立支援

促進員から「治療と仕事の両立のために」というテーマで労働条件

や会社の制度について参加者のみなさんと一緒に学びました。その

後は、あたたかいお茶とクッキーを食べながら自由にお話しして頂きました。今年も肺

がん患者会として、患者さまとご家族の交流の場として利用して頂きたいと思っており

ます。なお、ご案内を希望される方は、下記までご連絡ください。

がん相談支援センター　がん相談員 0765-22-1354（直通）

『 あ す か の 会 』

富山ろうさい病院　感染管理委員会
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